二〇一二年　北区立飛鳥中学校上演脚本
『SENGOKU juvenile ～信康異聞～　』　（せんごく ジュヴナイル～のぶやすいぶん～）
　
作・脚本　あいはらみえ
登場人物
松平信康

築山殿（田中涼子）二役

酒井忠次（酒井ひろし）二役

　　　　　　　 田中孝治　
　　　　　　　 田中ケンジ

シズカ

マナミ

ユウキ

マサル

アカネ

モモエ

サユリ
刺客

アナウンス　声のみ
家臣　声のみ

三郎信康（信康幼年期・竹千代）声のみ

　　プロローグ　　　

時は１５７５年、長篠の戦いの様子。

黒の衣装に身を包んだ戦国足軽隊の群舞。踊り終わって足軽隊はけると　築山殿板付き。

松平信康、老臣酒井忠次が登場。信康、忠次が築山殿の前にかしづく。

築山殿　　　　信康、よくぞ無事に参られたな。この長篠の戦いはそなたの初めての戦にこそなれば、勝利を

おさめたことを祝福しますよ。

信康　　　　　母上、かたじけのうございます。信康、ここ岡崎城に戻れたことはこの上ない喜びでございます。

酒井忠次　　　築山殿！
築山殿　　　　酒井忠次、そなたにも礼を言うぞ。

酒井　　　　　ははっ。

築山殿　　　　これでお父上の家康もさぞお喜びになられるであろう。そなたの武勇は家康の助けと

なられているのだからな。母もこれでまずは安堵じゃ。

家臣　　　　　であえ！　であえ！　城に曲者の侵入ぞ！さがすのだ！

　刺客登場

刺客　　　　　見つけたり！松平信康、覚悟せよ！　

信康　　　　　おのれ！　　母上お逃げくだされ！

　　　　　　　　　　　　　　ＳＥ・・・・・雷の音が鳴り出す

忠次　　　　　殿、じいが食い止めまする！

信康　　　　　おぬしでは無理だ！じい、母上を頼む！

忠次　　　　　しかし！

信康　　　　　かまわん！早く行け！

忠次　　　　　ははっ！

　　　　　　　信康と刺客の戦い。信康、刺客に追い詰められ肩を斬られる。

信康が反撃し、刺客を討ち倒す。肩を抑えつつ中央階段を上る。壇上にて「勝利」のポーズ。

刀を天に突いた瞬間、稲妻。そして雷の音とともに消える。

―暗転―

　　　　１場　　　　　　
静岡県浜松市天竜区、二俣城跡公園　　　ＳＥ・・・・・蝉時雨

公衆電話で電話をしているケンジ

ケンジ　　　　あ、じいちゃん？オレオレ！　ケンジだよ！。東京から今着いた～。演劇部のみんなも一緒！。

もう疲れちゃったよー、早く迎えに来てよ。今どこって、ほら、二俣城跡の公園…

昔よくオレが遊んでたお城の天守台んとこ。え？母さん？　うん、父さんとの話し合いは

今夜だって。…わかってるよ！もういいよぅ。るっさいなー。いいから早く来てよ！。
照明･転換

演劇部員、シズカ、ユウキ、重い荷物をもって登場

シズカ　　　　やっと着いた。ケンジ待ってるのここでいいかな。しっかし天竜って遠いなー。浜松から２回も

　　　　　　　　乗り換えってマジ無理～。マナミもマサルも早く歩いて！

ユウキ　　　　ここに二俣城があったわけですね。

シズカ　　　　ユウキ、演劇部の合宿嫌がっていたくせにやけに嬉しそうじゃない。

マナミ　　　　シズカ先輩、マサル先輩がまたゲームしながら歩いてます。

シズカ　　　　マサル、合宿に来たときくらいゲームやめなよ。

マサル　　　　この辺、電波の調子悪いな。

マナミ　　　　マサル先輩、ケンジ先輩にスマホを貸してあげたら良かったのに。

マサル　　　　やだよ。

マナミ　　　　けっ、ケチ！　

ユウキ　　　　ケンジのおじいさんって、ボランティアでこの地域の観光客のガイドもやっているんですよね？

マナミ　　　　なんで合宿場所がケンジ先輩のおじいさんのところになったんですか？

シズカ　　　　あー、実はケンジのとこさー、今、両親がうまくいってなくて、この夏休みにお父さんとお母さんとで
話し合いをするんだって。そしたら、民宿やってるおじいさんが合宿するなら

こっちにくれば？て言ってくれたんだって。

ユウキ　　　　なんか親ともうまくいってないようですね。でも、私たちにとってはいいんじゃないですか？ 

シズカ　　　　なに？ユウキ、なんか怪しい…。

ユウキ　　　　あはっ、私ちょっと調べたんですが、合宿最終日のあさってには、この街の花火大会

　　　　　　　　があるんですよ。今年は何年ぶりかで戦国ファッションショーもあるそうで…。

マサル　　　　オレ、それ楽しみ！　だって、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康　みんな出てくるんだぜ。

シズカ　　　　なんだよ、二人してそこかよ！戦国オタク族が…。

マサル　　　　知ってる？名古屋城で行われている『おもてなし部隊』。

マナミ　　　　それ、テレビでやってた！戦国武将がダンスしたりショーやったりするんでしょ？　

マサル　　　　　オレ一度みてみたかったんだ。

　　　　ケンジ、登場。息が切れている

ケンジ　　　　わりいわりい、待った？もうそこを上ると天守台だよ。

シズカ　　　　まだ歩くの？　　

ユウキ　　　　そこですね。　　

ケンジ　　　　以前（まえ）に住んでた頃とだいぶ変わってるんだもん。ま、二俣城っていっても天守台だけだけどね。

マナミ　　　　ずいぶん広いんですね。

ケンジ　　　　オレ、小三までここでよく遊んでたんだ。
ユウキ　　　　人もいなさそうだし城跡が稽古場だなんていいじゃないですか。

シズカ　　　　ホント、合宿にはうってつけだね。

ケンジ　　　　だろ？ほら、そこだよ。

シズカ　　　　あ、あそこ？ 

　　一同、中央の階段付近に近づく。照明が明るくなって開けた感じ

シズカ　　　　わー、すごーい！　あ、川が流れてる！

ケンジ　　　天竜川だよ。

ユウキ　　　　（城の立て札による説明書きを読んで）マサル、ここの二俣城は武田信玄と徳川家康が

この城を巡って激しい攻防を繰り広げたそうですね。また家康の息子、松平信康が
この城に幽閉されていたんだそうですよ。

マサル　　　　へー！

シズカ　　　　ねー、せっかく合宿に来たんから、ちょっと発声練習しようよ。名古屋の名物は？

マサル　　　　味噌カツ！　きしめん！

マナミ　　　　天むす！　ひまつぶし！

ユウキ　　　　それはひつまぶし

マナミ　　　　それ！

シズカ　　　　それと演劇部でいつも発声練習している？

全員　　　　　ういろう・・売り

シズカ　　　　ピンポーン、正解！

４人　　　　　えー。ここでやるんですか！

シズカ　　　　文句言わない！いくよ！

　　　　５人で『外郎売』の発声練習を始める。テーマ曲を大音量に流しながら、『紅さそり隊』が登場

アカネ　　　　おうおうおう！おめーら何やってんだよ！こっちが先に来てダンスの練習をしてんのによー！

下手な時代劇の台詞を大声で言いやがって！迷惑なんだよ。

モモエ　　　　迷惑なんだよ！

サユリ　　　　迷惑なんだよ！

マサル　　　　…なんだ？そういう君たちは何者？

アカネ　　　　ふん！あたいは「ささくれのアカネ」

モモエ　　　　「こむらがえりのモモエ」

サユリ　　　　登校拒否のさゆり

アカ・モモ　　普通じゃん！

サユリ　　　　しまった、「脱臼のサユリ」

ア・モ・サ　　三人そろって「浜松紅さそり隊」。略して「レッドスコーピオンズ　アッド　ハママツ」！　

　

マサル　　　　略してないじゃん

アカネ　　　なんか文句あっか？

シズカ　　　　いや、私たちは東京の中学校の演劇部で、別に邪魔しようとしたわけじゃなくて。ねっ、ケンジ。

ケンジ　　　　ああ…。

アカネ　　　　ケンジ？え？　もしかして・・・

ケンジ　　　　え、ア、　ア・カ・ネ？小学校で一緒だった。

アカネ　　　　ゲッ、ケンジ？なんでここに？

ケンジ　　　　いや、オレも部活の合宿で、じいちゃんとここで待ち合わせをしてる。

アカネ　　　　え…、そうなんだ。

ケンジ　　　　っていうか、お前のその格好なに？小学校のときもヒドかったけどさー。今もっとひどいじゃん。

アカネ　　　　な、なんだよ！　あ、あたいらレッドスコーピオンズをなめんなよ！

モモエ　　　　なめんなよ！

サユリ　　　　なめたら甘いぜよ！

アカ・モモ　　違う！

サユリ　　　　なめたらあかんぜよ！

ケンジ　　　　ああ、もういいよ、わかったからさー。ところで（モモエ・サユリに）あんたら何してるの？

モ・サ　　　　えっとにゃ～。

アカネ　　　　答えんでええわ！（ケンジに）ふん、明後日のお祭りのステージに出演するんで

ダンスの練習してたんだよ。

モ・サ　　　　答えてんじゃん！

ケンジ　　　　ま、頑張ってよ。オレたち君らの相手してる暇はないから。

アカネ　　　　んのやろ・・。ケンジ、おめえ変わってねえな、このひねくれ者！

ケンジ　　　　ああ！変わってないよ！それがどうした！

　　　　　にらみ合う二人　　　そこへ祖父が現れる

祖父　　　　　おっ、ここか！おったおった！

ケンジ　　　　（キレた勢いで）じいちゃん、おっせーよ！みんな待ちくたびれたじゃねーかよ。頼むよー

祖父　　　　　あいやーー、待たせて悪かったのん。あれ？アカネちゃん、どしたんじゃ？

ケンジしっとるでしょ？久しぶりだがや。

アカネ　　　　帰るぞ！ほか行こうぜ！

モ・サ　　　　　お、おう！

ケンジ　　　　なんであいつ、あんなんなっちゃったの？まだ前のほうがましだったじゃん。

祖父　　　　　悪い子じゃないんじゃが、いつもああやって学校さぼっちゃここの公園で踊っとるんじゃ。

ほいでもな、この町じゃ、あのこら、ダンスチームで有名なんじゃよ。

ケンジ　　　　ダンスだかなんだか知らないけど、ああいうのイマドキ流行らないっつーの。

祖父　　　　　あのこな、ケンジが引っ越したとたん、ずいぶん変わってまったがや。

(部員に)ホントお待たせしちゃってわるかったねー。わしがケンジの母方の祖父、酒井ひろし。

みんなから｢じい｣って呼ばれとるで遠慮なく呼んでよ。

４人　　　　　よろしくお願いしまーーす。

祖父　　　　　ほな、じゃ早速行こまいか。

　　　部員、荷物をそれぞれ持ち、口々におしゃべりしながらはける。

物陰から姿をあらわす松平信康。一行をずっと見届けている。

信康　　　　　じい…　　　　　　　　

信康、吸い寄せられるように一行の後をついて行く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　―暗転―

　　　　　　　　　　　暗転中の一場から二場への録音部分

マサル　　　　【二拍手】　泣くよ（＝七九四年）うぐいす　【二拍手】
ユウキ　　　　平安京！　【二拍手】　なっとう（＝七一０年）ネバネバ　【二拍手】
ケンジ　　　　平城京【二拍手】　コックさん（＝五九三年）だよ　【二拍手】
シズカ　　　　小野妹子
ユ・マ・ケ　　　ブーーー！　　　聖徳太子だよ！

マサル　　　　摂政になった年だろ

シズカ　　　　そっか、くそっ！　

ケンジ　　　　はい、じゃ今度はシズカからだよ。

照明転換

　　　　２場　　　　　　

二俣城跡公園近くのケンジの祖父の家。

夕食後、演劇部員は祖父の家の居間で『歴史語呂合わせ山手線ゲーム』をして遊んでいる

シズカ　　　　じゃ、もう一回いくよー　【二拍手】　いい国（＝一一九二年）創ろう　【二拍手】
ユウキ　　　　鎌倉幕府！　【二拍手】　一路おおしく（＝一六００年）　【二拍手】
ケンジ　　　　関が原　【二拍手】　行くも良し　【二拍手】
シズカ　　　　ええーって、分かんないよ！

ケンジ　　　　１９６４年、東京オリンピックだろ。

シズカ　　　　そっかー、ロンドンオリンピックならわかるんだけどなーー

マサル　　　　あー、もうやめよー、こんなの。だいたい何だよ、この家！何もないじゃないか！ 

あー、ネットやりてー。オレ、さっきの続きやろ。（スマホを取り出す）

ケンジ　　　　しょうがないじゃないか、じいちゃんって、時代遅れの昭和男なんだ。

マナミ　　　　（ニコニコしながら）あー、でも夕飯のひまつぶし美味しかったな。

３人　　　　　ひつまぶし！

マナミ　　　　はーい。　けっ！

シズカ　　　　ね、ケンジ、昼間の…、アカネって娘（こ）だれ？

ケンジ　　　　ああ、東京に来る前のこっちでの幼馴染。オレさ、あいつとは小学校の時しょっちゅうケンカ

してたんだよね。怒ったときなんか真っ赤になってくってかかるんだ。

シズカ　　　　もしかしてさ、アカネちゃん　ケンジのこと好きだったのかも…。

ケンジ　　　　は？それはナイナイ。

シズカ　　　　そうかなー。好きな人には結構かまって欲しいもんだよ。

ケンジ　　　　るっさいなー、あいつの話はいいよ！オレは今それどころじゃないんだよ。

　　　　　　　　くそっ、どうなっちゃうのかな…。父さんも母さんもオレのことなんかカンペキ無視でさ。

オレがどうしたいとかなんて関係なくてさ。

シズカ　　　　あんまり考えすぎない方がいいよ…。

　　　　　部屋の戸が開いて祖父が入ってくる。手にはチラシを持っている。

祖父　　　　　どう？みんな楽しんどるかん？

ケンジ以外の４人　はい、お世話になってます。

祖父　　　　　ちょっとみんなに、相談があるんだがのん。

祖父　　　　　明後日の花火大会で、一般募集した戦国ファッションショーをやるんじゃが、ここへきて

欠員がでてまってな。ほれ、君らは演劇部だし、誰かやりたい人おる？

ケンジ以外の４人　　　　はいはいはいはい！

祖父　　　　　おー嬉しいね、だがその前にわしも案内人のはしくれ、戦国時代の様子を説明させてもらうね。

ほれ、今や戦国武将はヒーロー化されとるが、戦国時代は、漫画やゲームのようにかっこよく

綺麗にはいかんのだ。親方様の命令で戦いを拒否することも逃げることも許されん。

戦わんかったら家族も家来も皆殺し。いつも死と直面してたのじゃ。だから戦のときは怖くて

「わしは死ぬー腹を切るぞーー！」って大声でわめきたてて突っ込んでいったといわれる、

そんな過酷な時代だったんじゃ。

マサル　　　　ゲームじゃそんなシーンはないもんな。

祖父　　　　　わしらは、色々な戦いで死んでいった人たちの上に生かされとるんじゃ。

だからこの祭りはそんな慰霊祭の意味もあるんじゃよ。

ユウキ　　　　ケンジのおじいさんは、どうしてそんなに戦国時代に詳しいんですか？

祖父　　　　　わし？実はね、君らと同じ頃、家督を継いだばかりの織田信長と会うておるんじゃよ。

４人　　　　　えーっ！

祖父　　　　　わし、ボーっとして歩いとったら庭にある井戸におっこってまってな。気がついたら目の前に

信長が立っとったんじゃ。ほんでいろんな話をした。

シ・マ・マ　　　うそ～！ぜーったい信じらんない！（笑う）

ユウキ　　　　どんな話をしたんですか？

祖父　　　　　ほうじゃな、その頃の生活ぶりとか、戦は天下泰平を願うが故のものであるとか。

マナミ　　　　テンカタイヘイって？

ケンジ　　　　はじまったよ、じいちゃんの思い出昔ばなし…。

祖父　　　　　うむ、今の言葉で言えば「平和」かのん。じゃ、、誰がなってもええでな、決めておいてな。

　　　　祖父退室する

シズカ　　　　夢でもみたんじゃないの？

マサル　　　　幽霊かもよ。

ユウキ　　　　現実的にはありえません。

マナミ　　　　でも、この家ちょー古っぽくて、なんか出そう。

ケンジ　　　　ああ、この辺、マジ、落ち武者の幽霊が出るって噂だぜ。

マナミ　　　　もう、止めてくださいよ～。

ユウキ　　　　大丈夫ですよ、霊の存在なんて科学的にはありえないんですから。

マナミ　　　　やだ、マナミ、今夜眠れなーい。

　　　　　　ＳＥ…物音がする（何か物が倒れた感じ）

マナミ　　　　でた～

　　　　　　ＳＥ…猫の鳴き声

シズカ　　　　なーんだ、猫か…驚かさないでよ。

突然、部屋の中に現れる信康

５人　　　　　ぎゃー出た～

信康　　　　　じい…、じいはどこだ！

ケンジ　　　　じいって誰だよ！

マナミ　　　　幽霊？

マサル　　　　足はある！　　

信康　　　　　ここはどこだ！

シズカ　　　　ここって？

ユウキ　　　　仮装なら明後日ですよねー。

信康　　　　　何をたわむれておる。早くじいをだせ。出さぬなら御首（おんくび）を討ち取るぞ

　　　　　　　

信康、脇差を抜く

５人　　　　　ぎゃーー！

　　　　　　騒ぎをきいて祖父が入ってくる

祖父　　　　　どうした？　何があった？

５人　　　　　おじいさん、助けて！

信康　　　　　じい！　　無事か？会いたかったぞ、じい！母上は？ 

祖父　　　　　じい、じいって、親しげに呼ぶな！　お前は誰だ！

信康　　　　　わしだ、信康だ、酒井忠次！
祖父　　　　　わしは酒井じゃが、「ひろし」。酒井ひろしじゃ。

信康　　　　　じい…ではないのか…。

祖父　　　　　わしはお前なぞ知らん。まずはその刀をおさめて落ち着きなさい。

信康はかなり動揺し落胆しつつ刀を下げるが、再び握りなおしてマナミに向ける。

祖父　　　　　こらっ！若造！　刀は武士の魂！女子（おなご）に向けるとは何事ぞ！

信康　　　　　おなご？おなごはどこにいる！

　　　　　シズカ、マナミが小さく手を上げる

信康　　　　　変な袴をはきおって。

祖父　　　　　わしらは皆、丸腰なのじゃぞ。刀をおさめぬのならこのわしの家を出て行ってもらおう。

信康　　　　　おぬしらは何者じゃ！

祖父　　　　皆、か弱いおんな子どもとじじいじゃ！

　信康、一瞬思案し、刀を鞘におさめる。じい、信康の肩の傷に気がつく。

祖父　　　　　なんだ、怪我をしとるじゃないか。

信康　　　　　構うな！　かすり傷じゃ。

祖父　　　　　このままだと破傷風になるぞ。ケンジ、救急箱を取ってくれ。

信康　　　　　ここは、どこなんだ。

祖父　　　　　というよりもお前さんは誰なんだ。どこから来たんだ。

信康　　　　　わしは松平信康。岡崎城に戻らねばならぬ。

祖父　　　　　どこかで事故にあって記憶をなくしたんか？

ユウキ　　　　もし、記憶喪失なら、ここは患者に話をあわせたほうがいいですよ。

マサル　　　　記憶喪失じゃなければ単なる変人だよ。

シズカ　　　　変人じゃなかったら…

ケンジ　　　　じいちゃん…ま、まさか…

祖父　　　　　うむ…。ここは静岡県浜松市天竜区、二俣城跡公園の近くに位置している。

信康　　　　　城ではないのか？あの丘の上のことか？二俣の城はどこだ。
祖父　　　　　お前さんは記憶を四百年以上も前に飛ばしているか、四百年前から時代を超えて

飛んできたかじゃな。で、今夜は泊まるところがあるのか？

信康　　　　　戦で「しとね」がないのは慣れている。

祖父　　　　　いや、寝床もそうじゃが、袴もかなり汚れとる。まずは着替えを用意しよう。

ケンジ、何か服を貸してあげなさい。

ケンジ　　　　え、お、オレ？は、はい。

祖父　　　　　じゃ、あちらの部屋を着替えに使いなさい。

信康　　　　　そなたはケンジと申すのか。

ケンジ　　　　……。

祖父　　　　　これ！ケンジ、案内して差しあげなさい。

信康　　　　　ケンジ殿、かたじけない。

　　　　　祖父、ケンジ、信康　出て行く

４人　　　　　あー、びっくりした！もう終わりかと思ったよ（口々に）

シズカ　　　　ケンジのおじいさん、すごい！さすが！信長と会っているだけあるね。

マサル　　　　あれは記憶喪失じゃない。『時をかける少女』、じゃなくて、『時をかける戦国武士』だ。

マナミ　　　　うそでしょー、

ユウキ　　　　いや、現実的にはタイムスリップはありえません。

シズカ　　　　ね、戻ってきたらさ、色々聞いてみようよ。もし本物だったら…

ユウキ　　　　私、身体が震えてきました。

マサル　　　　オレもまじで興奮してきた！生、「戦国バサラ」キタ～！ 

　　　　　ケンジ、洋服に着替えた信康が戻ってくる

４人　　　　　おおっ！　　ちょーやば！　　（反応は各々）

信康　　　　　な、なんなのだ、この足にまとわりつくものは！ 

信康が真ん中に座り、囲む形で５人が座る。演劇部員、信康と顔を見合わせながらしばらく無言。

信康　　　　　…そちたちは、南蛮人なのか？

シズカ　　　　オウ、ノウ！　アイム、ソーリー。ヒゲ、ソーリー　アハ～？

マサル　　　　ばかっ！

ユウキ　　　　えー、事情はおありかと思いますが父と母の名を教えてください。

信康　　　　　わしの父上は徳川家康、母上は築山殿。９つで徳姫を娶り（めとり）二人の姫がいる。

徳姫の父は織田信長様じゃ。わしと信長様は義理の父子にあたる。

マサル　　　　うわっ、やべえ、家康！　信長！

ユウキ　　　　おとしは？

信康　　　　　十と七つじゃ。

マナミ　　　　十七歳？ちょーウケル！

シズカ　　　　マナミ！　　

信康　　　　　おぬしらは何を語っておるのじゃ。言葉が通じぬ。わしはいったいどこへ来てしもうたのじゃ。

マサル　　　　現時代は平成といって二〇一二年。

信康　　　　　ニセン…ネン…とはなんのことだ？

ユウキ　　　　マサル、その頃西暦はないよ。つまりあなたの住んでいる時代から４００年は過ぎています。

信康　　　　　今は天正（てんしょう）３年ではないのだな。するとここは進んだ時代なのか？

ここは異国なのか？母上は？父上は？わしは岡崎城へもどらなければならないのだ。

シズカ　　　（興味本位よりも信康の今置かれている悲しみに気がついて）…そうだよね。

ユウキ　　　　信康さんが何とか元の時代に戻れるようにみんなで考えてみよう。

ケンジ以外　うん、そうしよう…

　　　　電話が鳴る
祖父　　　　　はい、酒井です。ああ、涼子か？

ケンジ　　　　母さん？　　（涼子の名前に反応し、壁に耳をあてる）

祖父　　　　　話はついたんか？　　ん？　　ん、　　そうか…。で、どうするんだ？わかった、明後日じゃな。

じゃ、ケンジに涼子が迎えに来ると伝えておくよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆっくりと暗転

　　　　３場　　　　　　

次の日の朝。祖父の家の近くの路上。ケンジ、マサル、ユウキが出てくる。

マサル　　　　いや、朝起きたら、信康さんの姿がなかったんだ。

ユウキ　　　　きっと記憶をたどるために二俣城跡に戻ったんですよ。。
ケンジ　　　　町に出て現代の様子を散策してるんだよ。

ユウキ　　　　とにかく天守台にいってみましょう！

ケンジ　　　　ったく、やっかいな奴が来ちゃったよ。

　　　　３人はける。同時にシズカ、マナミが出てくる

マナミ　　　　シズカ先輩、早く歩いてくださいよ。

シズカ　　　　私はもう寝不足でダメだー。

マナミ　　　　でも、男子たち、どこ行ったんですかね。信康さんと何かいいことしてるんじゃないですか？

シズカ　　　　マナミ、一度ケンジのおじいさんとこに戻って出直そうか？

マナミ　　　　そうしましょう！　あっ！

　　　テーマ曲を大音量に流しながらラジカセを肩に抱えて、紅さそり隊が登場。
アカネ　　　　おめーらは。

アカネ　　　　あたいは（ささくれのアカネと言おうとする）

シズカ　　　　ささくれのアカネ。

マナミ　　　　こむらがえりの・・

アカネ　　　　言わせねーよ？おめーーら、ケンカ売ってんのか。上等じゃねーか。ふん、みてろよ。

　

　　　モモエ、ラジカセを押して曲を変える。３人スナップを聞かせて踊り、２人を挑発する。

シズカ、マナミもダンスで応戦する。ダンス合戦。ポーズが決まったところで意気投合。

アカネ　　　　おめーら意外とやるな！気に入ったぜ！

シズカ　　　　レッドスコー最高！アカネちゃん、かっくいー！

アカネ　　　　アカネでええよ！そうだ、この町案内してやるよ。　いいとこあるんだ、そこいこ！

シ・マ　　　　うん！行く！行く！

　　　　　５人、退場。

天守台の上に立ち、景色を見ている信康。ケンジ、マサル、ユウキが出てくる
ケンジ　　　　本当に城跡公園にいるのかな。あ、いた！

マサル　　　　　信康さん！　

ユウキ　　　　何を見てるんですか？　　　　

信康　　　　　ケンジ殿、こちらへ参られてはくれぬか？あそこに見える、高くそびえ立つ山はなんだ。

ケンジ　　　　あ、あれは富士山。

信康　　　　　富士…？では、ここも日の本（もと）の国なのか！

ケンジ　　　　ひのもと？
信康　　　　　そうか！　では戻れるのだな、岡崎城に！ 

ケンジ　　　　さ、さあ…。

マサル　　　　そうです、僕らはその方法をみんなで考えようと思っているんですよ、信康さん

信康　　　　　「信康」でよい。それならば有難き幸せでござるぞ。

ユウキ　　　　（嬉しそうに）では、「信康」、ここに来る直前のことを教えてください。

信康　　　　　うむ、わしは、岡崎城にて曲者と戦っていた。ヤツを斬り倒した其の時、何事かがおこり、

わしは気を失のうてしもうた。して、覚めるとここにおったのじゃ。

ユウキ　　　　それを調べる必要がありますね。

マサル、スマホを取り出して指を動かす

信康　　　　　なんだ、その印籠のようなものは？

マサル　　　　あ、これ？スマホ。

信康　　　　　須磨？

マサル　　　　この印籠が目に入らぬか。　　…なーんてね。携帯電話さ。これで調べられるんだ。

ま、つ、だ、い、ら、の、ぶ…

信長　　　　　なにを真剣に見入っておるのじゃ？？？？おおっ、文字が動く！

ユウキ　　　　（何かを思い出して）マサル、ちょっと私と一緒に来てください。調べたいことがあるんです。

ケンジ、私たちは資料館に行ってきますから信康の相手をお願いします。

ケンジ　　　　オレ？な、なんでよ？

マサル　　　　だっていいじゃん。お前やること何もないだろ。

ケンジ　　　　んだよ、それっ！

ユウキ、マサル、はける。　　　　　　　　ＳＥ…せみの声

信康　　　　　ケンジ殿は良い友を持っておられるのだな。

ケンジ　　　　ああ…別に…（面白くなさそうな様子）

信康　　　　　ここは静かじゃのう。のんびりしていて良い心持ちじゃ。これが「天下泰平」というものかのう。
ケンジ　　　　「天下泰平」？　そんなもんかな…。　　

信康　　　　　ところでケンジ殿の父上母上は何をしているのだ？

ケンジ　　　　えっ…いきなり？　…関係ないじゃん。

信康　　　　　かかわりないとはいかがなことか？そなたの父上母上なのだぞ。

ケンジ　　　　父さんは……。　　母さんは…明日迎えに来るんだ。父さんとの離婚話の結果を

知らせに来るんだ。

信康　　　　　リコンとは？

ケンジ　　　　ああ、つまり夫婦が別れるってことさ。

信康　　　　　そうなのか…。それはケンジ殿にとってつらいことよのう。わしも父上とはめったに会えない

さまではあるが、それは父上には天下人（てんかびと）になる大きな志があるからこそなのじゃ。

ケンジ　　　　歴史で習ったよ。徳川家康は江戸幕府を開いて二六０年もの間、日本を統一するんだろ。

信康　　　　　なに？真か？なぜ知っておる。そうか…ケンジ殿は未来びとでおったな。そうかそうか、

やはりお父上はわしの誇りじゃ。

ケンジ　　　　あー、そうだね。徳川家康、偉いよ偉い！　ふん、せいぜいお父上をお慕い申していればいいじゃん。

信康　　　　　ケンジ殿、何を申しておるのじゃ。

ケンジ　　　　信康はさ、そうやって父親の後を追いかけて天下をとるんだろ。ハッキリ言ってオレ、

今それどころじゃないんだよ。自分を守ることで精一杯なんだよ。だって、父さんや母さんに

捨てられちゃうかもしれないんだ。
信康　　　　　ケンジ殿、何がおありか知らないが、子を想わぬ親などあろうはずがない。

ケンジ　　　　オレは、父親に嫌われてるの！オレ、ずいぶん前から父親とは上手くいってなかったんだけど、

けんかして一度父さんをなぐっちゃったんだ。それ以来父さんも母さんもオレのことを避ける

ようになったんだ。もうだめだよ。

信康　　　　　父上殿には詫びたのか？ 

ケンジ　　　　そんなことできるわけないじゃん。話だってしてくれないんだよ。

信康　　　　　だが父上殿には会えるのだろう。わしの方と言えば、生まれてからすぐに人質として

別の城でかこわれ、やっと父上のいる城に戻れたのじゃ。して、十一の歳に父上はわしに岡崎城を

護ることを申し付けた。じゃがわしは、寂しゅうない。わしは父上のため

戦を勝ち抜き日々精進するのじゃ。

ケンジ　　　　ふーーん、せいぜい頑張ればいいじゃん。所詮、信康の時代って天下をとるために人殺しを

許していた時代なんだよ。

信康　　　　　「人殺し」とは何を言うておるのじゃ。

ケンジ　　　　戦、戦って信康がすることって天下を取るために人をたくさん殺すことじゃないか！

殺しあうことで自分がのし上がっていくんだろ。この時代じゃ人を殺すっていうことは

犯罪なの！罪なの！今は「話し合いで解決」っていう方法があるの！今のオレには天下なんて

関係ないの。

信康　　　　　何をぬかす！わしばかりでなく父上に対しても何と無礼な！

　　　瞬時に反動で脇差を抜こうとするが刀がない。

ケンジ　　　　ほら、そうやって気に入らないことがあったら刀で人を斬りつけるんだろう。斬ってみろよ。

信康　　　　　くっ…、すまぬ。（態勢をなおし自分の中で仕切りなおす）

ケンジ殿、おぬしはわしの幼い頃とよう似ておる。物事がうまく進まないと何者かのせいにして逃げる。

ケンジ　　　　だったら何だってんだよ。

信康　　　　　今、この時代は「話し合いで解決」だと申しておったな。ならば父上殿と話し合いをしたのか？
ケンジ　　　　は？　なに言ってんの？できるわけないじゃん。あっちがオレとしゃべってくれないんだよ。だから

黙っているしかないじゃん。

信康　　　　　ケンジ殿、申したいことがあるのならまずはおぬしが父上殿に向かわなければ進まぬのじゃ。

詫びたいのなら、言の葉にして詫びなければ伝わらないのじゃぞ。
ケンジ　　　　うるさい！もうオレに構うなよ！　（ケンジ走ってその場を離れようとする）

信康　　　　　ケンジ殿、待たれい！

ケンジ　　　　お前なんかに分かるわけねーだろ！

信康　　　　　そなたはまた逃げるのか？解決しようと思わぬのか！

　　　

ケンジ、信康に向かって突進するがあえなく倒れる。思わず地面に落ちている石を投げる。

信康、簡単に石をよける。ケンジ悔しいあまり、信康に向かっていく。信康、ケンジを倒しねじ伏せる。

アカネたちが登場。この様子を目撃する。　　　　　　　

アカネ　　　　…でね、この場所でいつもアタイたちダンスの練習してるんだ…　あ、ケンジ。

信康にねじ伏せられたケンジ、倒れたまま叫ぶ。

ケンジ　　　　オレだって、言えるものなら言いたいよ。何もできない自分が情けなくて。自分がどうしたら

いいかわからないんだ。

信康　　　　　ケンジ殿の心の痛みはわかる。わしとて寂しいという心持ちは同じじゃ。じゃがそれを

乗り越えねばならぬ。まずは勇気をだして一歩踏み出すのじゃ。

ケンジ　　　　でも、もうだめだ！オレやっぱりダメだよ！（起き上がって走り出す）

ケンジ　　　　アカネ…、シズカ、なんでここに？　

アカネ　　　　（去ろうとするケンジに）ケンジ！ちょっと待ちな。

ケンジ　　　　なんだよ。仕返しか？それともオレが昔アカネにしたことを謝れっていうのかよ？

アカネ　　　　ケンジ、相変わらずだね、違うよ、アタイあんたに言いたいことあるんだ。

ケンジ　　　　何だよそれ。

アカネ　　　　アタイね、ケンジによくいじめられてたじゃん。ウチんとこ父ちゃん死んじゃって母ちゃんと

二人っきりだったでね。だからケンジが構ってくれてるんじゃないかって、ちょっぴり嬉しかったんだ。

でもさ、あんたが東京行っちゃったあと、なんかぽっかり穴が開いちゃってさ、友達にけんかを

ふっかけてたんだ。いじめられる子の気持ちはわかっているのに勢いついてとめられなくてさ。

どんどん自分が堕ちていく気がした。そんなときダンスと出会ったんだ。踊ってるとさ、楽しくて

ヤなこと忘れることができてさ。そしたらさ、自分がいじけているのが馬鹿らしくなっちゃった。

今思うとケンジとケンカしたことって自分が寂しかっただけなんだよね。ケンジ、アタイね、

今度東京に行ってダンスオーディションに挑戦するんだよ。アタイは自分の道を見つけた。

気づかせてくれてありがと、ケンジ。もうあんたとはケンカしない。

モ・サ・シ・マ　　いよっ！ささくれのアカネ
　　　　　　　ケンジ、アカネの言葉に男泣き。

信康　　　　　（アカネをまじまじ見て）そなたは真の南蛮人か？お初にお目にかかり有難きしあわせぞ。

アカネ　　　　なにそれっ、なんかわかんないけど、あ…ありがと。で、だれ？このおっさん。

信康　　　　　おっさんとは？　　　（一同笑い）

ケンジ　　　　（信康の優しさを感じて）…信康、ありがとう。

信康　　　　　うむ、ケンジ殿、己が変わることじゃ。ところでひとつ伺いたいのだが「ありがとう」とは何の意味だ？

ケンジ　　　　そうだな、信康流にいうならば「有難き幸せ」だ。

信康　　　　　そうか、良い言の葉だな。わしも「ありがとう」と言われる天下人になろうぞ。

　　　場面転換・引割り幕閉じる。

資料館の中。本を持って調べているユウキとマサル

ユウキ　　　　マサル、ほらこの文献をみてください。天正三年にこの二俣城が一部燃えるているんです。

天正３年というと、１５７５年…

マサル　　　　信康が言っていた年だ。あっ、いいこと思いついた。このスマホのアプリで、この時期の天気を

見てみればいいんだ。（スマホで調べる）あーーーーっ！　ユウキ！これみて！

ユウキ　　　　見せてください。（マサルからスマホを奪う）１５７５年…は…ち…がつ…。岡崎城に雷が落ちてる！

信康はこの雷を受けてタイムスリップしたんです。タイム…　　時代を…バック…　あ！

マサル　　　　何、ユウキ？

ユウキ　　　　私、お父さんとＤＶＤでアメリカ映画の「バック・トゥ・ザ・フューチャー」をみたことが

あるんです。タイムトラベルの話なんですが、そのなかで落雷のエネルギーをタイムスリップの

エネルギーに変えて元の時代に送り込むことをしていたんです。

マサル　　　　それだ！

ユウキ　　　　ちょっと待ってマサル！これ読んでください。『信康事件』。「織田信長は徳川家康に

松平信康の処刑命令を下した。家康は悩んだ末、信康に切腹を命ずる。」

マサル　　　　…ってことは実のお父さんが息子に死ねと命令したの？

ユウキ　　　　そうです、そして幽閉先のこの二俣城で切腹。「若いうちから将来を期待されていたが

二十一歳にして短い生涯を閉じた。」

マサル　　　　なんで切腹しなきゃいけなかったの？

ユウキ　　　　わかりません。『この事件は、家康との不仲説などがあるが、…ん、（読んでいる）

…永遠に謎である』　　とにかく四年後、信康は父親に切腹を命令されて死ぬんです。

マサル　　　　だめだよ！ユウキ、信康を戻しちゃだめだ！

ユウキ　　　　そうです、信康には分からないようにして、みんなに早く知らせましょう！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―暗転―

　　　　４場　　　　　　

　　　次の日の夕方、花火大会当日。二俣城跡公園のアトラクション会場。

アナウンス　「本日、二俣城跡公園で行われる花火大会の天守台ステージではダンスパフォーマンス、そして「戦国ファッションショー」が行われます。なお、夕方から大気の状態が不安定になって、局地的に非常に激しい雨が降るおそれがあります。天候によっては中止となる場合もございますので…」　　（途中からフェードアウト）

　　　　引割り幕が開くとライブステージ上に紅さそり隊が立っている。

アカネ　　　アカネです！

モモエ　　　　モモエです！

サユリ　　　　サユリです！

ア・モ・サ　　三人そろって「レッドスコーピオンズ」

ダンスナンバーが流れて３人の踊り。踊り終わると同時に拍手をしながら演劇部員が登場。。

シズカ　　　　やっぱ、レッドスコーいいわあ！　私、フアンになっちゃおうかな。

影ナレ　　　レディース・アン・ジェントルマン！イッツ・ショータイム！戦国ファッションショー！

マナミ　　　　ほら、始まりますよ、信康さんは二番目の出演なんですって。

シズカ　　　　カメラ持ってくればよかった！

マサル　　　　オレのスマホ貸してやってもいいぜ。

シズカ　　　　べーだ。後でレンタル料請求されても困るし！

マサル　　　　んなことしねーよ。でもさ、まさかの信康が参加なんてな。

ユウキ　　　　信康本人からしてみたら、共演者の家康や、信長をみてどう思うんですかね。

マナミ　　　　あ、ほら！信康さんの出番ですよ！

　　　　シズカ、マナミ　　「きゃー、信康～！」と声援を送って手を振る。５人沿道に向かって見入っている。

　　　　祖父、涼子が現れる。祖父がケンジに近づき肩をたたく。

祖父　　　　　ケンジ…　涼子が来たよ。

ケンジ　　　　母さん？（祖父の指差す方を見る。母の涼子が立っている。）

母・涼子　　　ケンジ…、お父さんも来てくれたの。ケンジと話がしたいって。

ケンジ　　　　父さん？！ 　（涼子の視線の先に父の孝治が立っている。）

父・孝治　　　ケンジ、元気だったか？

ケンジ　　　　（戸惑いつつも嬉しそうに）うん、あのね、僕、父さんに話したいことがあるんだ。

孝治　　　　　私も今日はお前と仲直りをしようと思って来たんだ。

言葉をかき消されるように大きくなるＢＧＭ。

ファッションショーを終えた信康が紅さそり隊に囲まれて戻ってくる。

演劇部員たちも信康を囲み、和気あいあいと輪を作って話をしている。

部員たちの大きな笑い声とケンジの怒鳴り声でＢＧＭカットアウト

ケンジ　　　　（父に）それなら、なんでここに来たんだよ！

母　　　　　　ケンジ！

ケンジ　　　　離婚の報告をしに来たって、仲直りじゃないじゃないか！

祖父　　　　　ケンジ

孝治　　　　　私は、もうおまえと会うのが最後だからこそ、そのことを伝えるつもりで来たんだ。

　　　　　　　　さよならを言う前にいい形で別れようと思ったのに、その態度はなんだ。

ちっとも変わっていないじゃないか。わかった、私はもうこれで帰る。

ケンジ　　　　ぼくのせいなの？ 

涼子　　　　　ケンジの責任じゃないわ。これはお父さんとお母さんの問題だから。
ケンジ　　　　うるさい！もういいよ！

信康　　　　　ケンジ殿…

　　　ＳＥ…　信康の幼い頃の想い出　

信康以外はストップモーション。（信康ゆっくり歩いている間に流れる）

信康（幼少）　父上…父上…、次に会えるのはいつなのじゃ？

築山殿　　　　これ、三郎信康、我儘申すでない。父上には父上の志があるのじゃ。

信康（幼少）　いやじゃ、いやじゃ、信康は父と遊ぶのじゃ…

信康、想いを秘め、決意した様子でケンジと両親の間に立ちはだかる。

信康　　　　　ケンジ殿の父上、母上であられるか。

孝治　　　　　誰だ君は。

ケンジ　　　　僕の友だちの信康だ。

信康　　　　　わしごときがご忠告申し上げることではないが、ここは一つ聞いてくだされ。

ケンジ殿は、そなたと心を開いて語り合いたいと思っていたのじゃ。そなたが振り向いて

くらるるのを待っていたのじゃ。
ケンジ　　　　の、信康…

孝治　　　　　信康くんとやら、これは私の家庭の問題だ。君には関係ない。ほっといていただきたい。

ケンジ　　　　父さん、信康の言うとおりだ。僕はいつだって父さんと話がしたかったんだ。

父さんとけんかした時だって本当はあやまりたかったんだ。だけど父さんはあの時以来

僕と話そうとはしてくれなかった。ずっと僕は父さんに無視されてきたんだ。

孝治　　　　　無視していたのはお前のほうだろう。父親の言うことにことごとく反抗して聞こうと

しなかったじゃないか。

ケンジ　　　　ちがうんだ父さん！　僕の話をきいてよ。僕をみてよ。　

孝治　　　　　もう父子じゃなくなるんだから今さら分かり合える必要もないだろう。

信康　　　　　父に振り向いてもらえないお子の苦しみが何故わからぬのか！

ケンジ殿の魂はえぐられ、傷ついた日々を抱えていたのだ。

　　　　強い稲妻、大きな雷が鳴る。空の様子に気がついたユウキ。

ユウキ　　　　信康！雷がくる！もし戻りたいのなら今日しかないんです。

信康　　　　ケンジ殿…　　（ユウキに）承知した！　　（天守台に向かう）

ケンジ　　　　信康！

シ・マ・マサ　　信康！やめて！いっちゃだめ！　　信康！行くな！あっちへ戻っちゃダメだ。

ケンジ　　　　信康、やめろ、やめてくれ　（ケンジ、行こうとする信康の腕をとる）

信康　　　　　ケンジ殿、何故に引き止める。

ケンジ　　　　それは…。

祖父　　　　　そなたの運命がかかっておるからじゃ。そなたが戻れば…

信康　　　　　どうなるというのだ。
ケンジ　　　　…命がかかっている。

信康　　　　　ぞんじておる。

一同　　　　　えっ？

信康　　　　　わしはここの城内にかこわれたのち…

ケンジ　　　　分かっているならなおさら行くなよ！

信康　　　　　ケンジ殿。わしは人殺しがかように行われた国盗り合戦の時代の者だ。

わしにはわしの使命があるのだ。

ケンジ　　　　使命って何だよ！

信康　　　　わしはそちたちと触れ合うことでわかったのじゃ。争いのないこの穏やかな国をみて、わしは誇り

に思う。わしの求めている天下泰平がこの時代なら、わしが元の時代に戻ることも

一つの意味があるのだ。

ケンジ　　　　だけど…　　　

信康　　　　　ケンジ殿。わしはケンジ殿の想いを魂にしかと受け止めた。もとの時代に戻れたら、わしも

今度こそ父上と真の話をしようと思う。

ケンジ殿も悔いが残らぬよう、父上に真の気持ちを伝えるのじゃ。

ケンジ　　　　信康…オレ

信康　　　　ケンジ殿ならできる。己を信じるのじゃ。
ケンジ　　　　信康、友達になれたばかりなんだ。行かないでよ。

信康　　　　　ケンジ殿はもう心配無用じゃ。短い間であったが、ケンジ殿の幸を祈るぞ。

祖父　　　　　信康殿、武士の魂だ。（信康に刀を渡す）

信康　　　　　じい…世話をかけた。

　　　　　信康、天守台まで行こうとするが、ケンジが前に立ちはだかる。信康、無言でうなずく。

ケンジ、何度か抵抗するが、必死の思いを泣き顔にかえて仕方なく信康に道をあける。
信康ゆっくり天守台に上る。ケンジ、部員。階段の下まで走って信康を囲む

一同　　　　　信康！

　　　　信康が天守台に上る　　雷が激しくなってくる。

ユウキ　　　　信康！稲妻が走ったら、刀で天を突くんだ！

信康　　　　　（ユウキの言葉にうなずき、みんなに）　　皆のもの！「ありがとう」　さらばじゃ！

ケンジ　　　　信康―――――！　　

　　　信康、大きく刀を振りかざし天に掲げる。大きな雷の音と共に閃光。

思い切り下から剣を天に突く信康。　一瞬の暗転。

次第に明るくなってくる　　全員　信康のいない天守台を見つめて魂が抜けたようになっている。

一同　　　　信康…

　　　ケンジの父、急ぎ足でその場を立ち去ろうと歩き出す。

シズカ　　　　（ケンジに促す）ケンジ！

ケンジ　　　　父さん！

　　　　ケンジの声に背中を向けたまま立ち止まる孝治

ケンジ　　　　父さん！僕、父さんのこと本当に好きだったんだ。僕、自分が傷つくのが嫌で、僕のほうこそ

父さんから逃げてたんだ、ごめんなさい。僕、小さいとき父さんとキャッチボールして

遊んでもらったこと嬉しくて今でも覚えているよ。父さん、最後に仲直りしに来てくれてありがとう。

もしまた会うことができたら、いっぱい話をしたいよ。

孝治　　　　　ケンジ、お前はいい友だちに恵まれたな。私はお前にとって良い父ではなかった。

謝るのは私のほうだ。すまなかった。（ケンジに振り返って）お前が大人になったら、今度こそ

男同士ゆっくり話をしよう。私はいつまでもお前の父親だから。（ケンジに手を差しのべる）

ケンジ　　　　父さん！（孝治の手を取り泣きじゃくる）

孝治　　　　　お母さんのこと頼んだぞ。（ケンジの肩を抱き、ゆっくり手を離す）元気でな。

孝治、向き直り静かに去る。

ケンジ　　　　父さん！

涼子　　　　　ケンジ！　　（涼子、ケンジのそばに行こうとする。祖父、涼子の手を引く）

祖父　　　　　（涼子に）いつの時代も子は親の背中をみて歩くもんだ。じゃが立派にしとるつもりでも

子は親の思い通りに育つわけじゃない。ほいでもな、不器用でも一生懸命精一杯生きとる姿をみせて

子どもと向き合っていったらちゃんとついてくるもんだ。

　　　涼子、祖父の言葉にうなずき、ケンジに寄る。

涼子　　　　　ケンジ、お母さんこそ忙しいことを理由にして、今までほったらかしにしてごめんね。

寂しい思いをさせちゃったね。これからは私もケンジとちゃんと向き合っていくからね。

涼子、ケンジを思いきり抱きしめる。祖父、涼子とケンジの肩を抱き微笑む。

シズカ　　　　（シズカ、その様子をみて）あーあ、信康、行っちゃったね。

マナミ　　　　あ、マナミ、信康さんにサインもらうの忘れてた。あーーーショック！

マサル　　　　オレなんかスマホでツーショット撮っちゃったもんねーー。（スマホをかざす）

マナミ　　　　何も写ってませんよ。
マサル　　　　げっ！　ホントだ、まじかよーーー！

ユウキ　　　　今さらなんですがタイムトラベルって雷との因果関係における科学的根拠は皆無なんですけどね。

シズカ　　　　あー、とうとう芝居の稽古やんなかったじゃん。合宿の意味ないじゃん。

ユウキ　　　　いいじゃないですか、題材が見つかったんですから。脚本書いてみたらどうですか？

シズカ　　　　創作かあ…。

　　　　　　　

　ＳＥ…　打ち上げ花火

マナミ　　　あ、花火！　花火大会が始まった！

　　　皆、夜空をあおぐ　アカネがケンジの傍による。

　　　

アカネ　　　　ケンジ、困ったことがあったらいつでもアタイを頼ってきな。アタイが受け止めてやるからさ。

モ・サ　　　　いよっ！　ご両人！　 　（ケンジ　照れて笑顔。一同笑い）

　　　　　空に上がる大きな華の舞いを観賞する皆の姿がシルエットに映し出される。

花火の音が最高潮になって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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